
 

  

 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自他を認め合い、学力・体力を高め、よ

り良く生きる子どもの育成」を実現するために、「桃小っ子  

やさしく  かしこく  元気よく」のスローガンのもと、それ

ら３つの部会を中心に組織的に取り組んでいます。  

注目すべきは、それぞれの部会の課題を「資質・能力の３

本柱」で整理し、それぞれの資質・能力の育成を意識した重

点目標を、低、中、高学年毎に設定し、個人の目標管理と連

動しています。さらに、各部会や学年部等の校務分掌の詳

細な年間スケジュールを一覧表にすることで、いつ、どの

ような取組を行うのか俯瞰的にみることができます。  

今後は、その一覧表をもとに、教科横断的な視点を持っ

た教育活動や、データーに基づいた教育課程の見直し、さ

らに、地域と連携し必要な人材や資源の活用について検討

されることで、より効果的な実践へと繋がると思いました。 

 
授業から学ぶ

 

   
分散登校であるため、少人数の

良さを活かし、テンポのある流れ

や、多くの子ども達に活躍の場を

与えていました。また、１年生の

体育では、体育専科教員による子

どもの気持ちを引きつける授業

のあり方を自校の先生方も学ん

でいました。  

今回提出頂いた授業の「ねらい」は、A：学習内容（～に

ついて等）＋B：学習活動（～を通して等）＋C：資質・能

力（～できるようにする等）の３つの構成で表現され、そ

れぞれの内容も明確でした。今後は「B：学習活動」を設定

する際には、考えるための技法（順序付ける、比較する、

分類する、関連付ける、多面的に見る、理由付ける、見通

す、具体化する、抽象化する、構造化する等）をより意識

されると良いと思います。また、本単元を通してどのよう

な力をつけることを意識するために、単元における単位時

間の役割や位置付けを確認すると良いと思いました。  
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